
先発医薬品（新薬）の特許が切れた後に販売される、

先発医薬品と同等の有効成分や同様の効能・効果を

もつ医薬品のことです。

①先発医薬品より安価で経済的です。

患者様の自己負担の軽減、医療保険財政の改善につながります。

②効き目や安全性は先発医薬品と同等です。

国では、後発医薬品が先発医薬品と同レベルの品質・有効性・安全性を

有するかどうかについて欧米と同様の基準で審査を行っています。

③欧米では幅広く使用されています。

日本における数量シェアは約69%（2019年度）ですが、ヨーロッパで

60～80%、アメリカでは90%以上使用されています。

後発医薬品（ジェネリック医薬品）は医療用医薬品

ですから医師による処方せんが必要です。

詳しくは医師・薬剤師にご相談ください。

【後発医薬品（ジェネリック医薬品）とは？】

【後発医薬品（ジェネリック医薬品）の特徴】

【使用を希望する場合は？】

後発医薬品（ジェネリック医薬品）の
使用促進に取り組んでいます。
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